
 

 

 

 

 

 

 

梅雨に入り、雨天が多い時期となりました。子どもたちは、昼休み

に図書の本を読んで過ごしたり、お絵描きや友だちとお話しするなど、

それぞれ工夫しながら過ごしているようです。その分、晴れの日は、

元気いっぱいにグラウンドで汗をかきながら元気に遊ぶ姿が見受けら

れます。 

さて、６月５日（水）に劇団「風の子九州」の皆さんによる観賞教

室がありました。演目は「やだ、やだ、あっかんべー」です。主人公の「智（とも）」が引っ越した先

のおばあちゃん宅で出会った妖怪たちとの触れ合いを通じて、自信をもてなかった自分を認めていく

という内容でした。途中、笑いあり、ほろっとする場面ありと、子どもたちは大いに笑い、主人公に

心寄せながら観劇していたようです。観劇をとおして、心のひだを増やし、より感受性を豊かにする

ことで、身のまわりの様々なことに気付く心を養ってほしいと願っています。 

また、体育の授業の一環（表現・ダンス）として、「んまつーポス

事業」を行いました。団体代表の方によると団体名は「スポーツマ

ン」の反対の言葉を意味し、『いろいろな物事を逆さにみてみると面

白い発見がある、いろいろな角度から物事を考えてみよう』という

考えのもと、見て感じたものをダンスで表現しようというものです。 

高学年は「穂北小の校歌」から、中学年は「誕生月」を、低学年

は「一週間の各曜日」をそれぞれダンスで表現していました。中に

は、初めての動きもあったようで、身体を動かす楽しさを感じていました。どの学年も、自分で考え、

感じたことをメモにとりながら振り付けを完成することが出来ました。輝く笑顔がまぶしい穂北っ子

たちが、自他の考えや表現を認め合い、高め合って成長できるよう、今後も邁進してまいります。 

 

 

 今回は、朝から蒸し暑い日でしたが、側溝の掃除を中心とした作業を親子で進めていただきました。

早朝からの作業に感謝いたします。 

毎年ですが、奉仕作業以外でも、ＰＴＡ役員の皆さんや有志の

方々には学校の環境整備のために多くのご協力をいただいていま

す。奉仕作業等での草捨て用の場所を快く提供してくださったり、

鯉のぼりの竹設置や運搬用の車借用、学校敷地内の樹木への害虫

駆除の散布等々。美しい環境が健やかな心を育てる。新しい古い

ではなく、磨きをかけてすっきりした環境をつくる。こんな気持

ちで、学校では「無言そうじ・磨きそうじ・みつけそうじ」の清

掃指導にも力を注いでいます。子どもたちのために保護者の方々やＰＴＡの皆さんがともに活動して

くださることは、環境だけでなく子どもたちの心にも届いていきます。大変ありがたいです。 

 

 

 

 

 

～ よく考えすすんで学ぶ子ども ・ 協力し合い人を思いやる子ども・ ねばり強くたくましい子ども ～ 

穂北小学校 

学校だより 

令和6年6月28日（金） 

〔文責：校長〕 

身体と心を動かすことで感じよう ～ 鑑賞教室・んまつーポス事業 ～ 

 早朝よりありがとうございました ＊第１回ＰＴＡ奉仕作業 ５月 26日＊ 

 

 【アルミ缶回収のご協力、ありがとうございます！】 

 各家庭からのご協力もあり、約 80㎏のアルミ缶が集まりました。その後、 

PTA役員の方々より 16,000円だったと報告がありました。 



 

 

１日（月） 家読の日・あのねカード 

学力向上（１年） 

２日（火） 読み聞かせ（下学年） 

３日（水） 全校集会、ＰＴＡあいさつ運動 

            （～５日まで） 

５日（金） 学校支援訪問 

６日（土） 青少年健全育成大会 

８日（月） 学力向上（１年） 

９日（火） 非行防止教室（～10日まで） 

10日（水） プール納会（～18日まで） 

15日（月） 海の日 

16日（火） 家読の日・給食着回収 

18日（木） 大掃除（30分）、支会長会 

19日（金） １学期終業式 

19日（金） 西都祭り巡回指導 

（～21日まで） 

 ※ 個人面談の詳細日程は 

 各学級ごとに確認ください。 

  

７月の行事予定 

 

 

プールの授業が始まるに当たり、西都消防局

の方々を講師に教職員による心肺蘇生法講習を

行いました。プールの授業では、複数の大人の

目による監視が不可欠です。万が一の場合に備

え、AEDによる蘇生法や連絡体制の確認等を確                      

認しました。ああああああああああああああああ   

また、２年生の教室付近に不審者が侵入したとい

う想定で避難訓練を行いました。開かれた学校であ

る以上、校内の不審者対策は児童や教職員の命を守

る上で大変重要です。警察の方が演じる不審者を相

手に先生方も怯まずに真剣な対応でした。子どもた

ちはすぐに隣の教室等に一時移動し、すばやく無言

で体育館に集合できました。その後は、大阪池田小の 

事件等を教訓に命を守る行動について講話がありました。 

 

６年生を対象に、高鍋西都

法人会の方々による租税教室

を行いました。消費税は知って

いたようですが、税金がどう使

われているか等、時にダミーの

一億円を触りながら、真剣に参加していました。 

また、１年生は福祉学習

体験で手話を学びました。

この日は、県の聴覚障害者

センターや要約筆記ボラン

ティア養成担当の方々が、

簡単なあいさつや食べ物な

どを手話で紹介してくださり、１年生も一生懸命に手話

に取り組んでいました。本校を巣立ち、将来子どもたち

が生きていくインクルーシブな社会の中で、税をはじめ

とする仕組みや障がい理解など、小学生の時から学び、

自分ごととして捉えることが社会を支える大人への成

長の第一歩だと考えます。 

じめとする仕組みや障がい理解など、小学生の時から 

 

穂北小の代表として１年生が

ふたば幼稚園の皆さんからお花

をいただきました。感謝とともに

今後も幼稚園・保育所の皆さんと

連携を大事にしていきます。 

命を守るために ～AED（心肺蘇生法講習）・不審者対応避難訓練～ 

花の日(5/31)での出来事～幼保小連携～ 

【プールサイドでの講習の様子】 

【不審者対応の避難訓練の様子】 

社会自立に向けた取組～租税教室・福祉学習体験～ 


